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秋田県では昭和61年からトルコギキョウの生産が本

格化し、夏季冷涼な気候を利用した夏秋出荷栽培が盛

んである。トルコギキョウの生産額は平成元年以降急

速に伸び、キク、ユリについで3番目の作目となって

いる。しかし、近年トルコギキョウの単価は、他県と

の競合や生産量の増加により低迷している。一方、全

国的にはこのような状況下でも市販品種にない花色の
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チョコレート色花や市販品種の2色の覆輪とは色目が

逆の赤地に白などの覆輪花を独自に育種して、高単価

を得ている生産者がいる。そのため、秋田県では、高

単価の見込める希少価値のある品種や、気象立地に適

した収量性の高い品種の育成に取り組んでいる。出荷

する市場、時期、年度により、好まれる花色が異なる

ことを想定し、育種の際は花色のシリーズ化も併せて
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進めている。

トルコギキョウの花色に関する研究は近年急速に進

展し、ピンク色花、赤紫色花、紫色花、藤色花の花色

発現にフラボノイド花色素のアントシアニンの水酸化

程度が関与すること1・2）、紫外光を用いた生花弁のフ

ラボノイド検出法が開発されたこと3）、覆輪形成にフ

ラボノイド生合成が抑制されていること4・5）、黄色花

の花色発現にカロチノイドが関与している品種がある

ことなどが報告されている6）。しかし、これらの報告

は育種にあまり活用されていないのが現状である。

トルコギキョウの品種は近年生育旺盛なFlが主流

となっており、生産者もFlにあった栽培をしている。

そこで我々は、希少価値のある品種や気象立地に適し

た品種の育成、花色シリーズ化をFlで行うこととし

た。ここではF1品種の育成にあたって解明した花色、

花形の遺伝様式、およびその組合せについて述べる。

I「秋試交1号」の育成にあたり解明した花色の遺伝様式およびその組合せ

1．緒　言

トルコギキョウの花色は、紫、赤紫、ピンク、藤の

アントシアニンを含むシアニックと黄、白、黄緑のア

ントシアニンを含まないアシアニック、これら単色花

以外に白地に紫の覆輪、白地にピンクの覆輪、黄緑地

に紫の覆輪、貴地にピンクの覆輪が市販されている。

秋田農試ではアシアニック花として黄緑花の自殖系

統が平成9年から維持されてきたことから、県の気象

立地に適し、Flの片親候補と判断した。黄緑地で市

販にないものとしてピンクの覆輪花を目標とし、黄緑

花の維持系統と白地にピンクの覆輪花色の組合せで、

F1品種「秋試交1号」の育成を花色のシリーズ化も

念頭に置きながら検討した。

花色のシリーズ化をFlで行うには片親を劣性形質

の花色とし、もう一方の親に様々な花色を組合せるこ

とで可能と考える。そこで、Flの組合せを効率的に

決定するために、黄緑地にピンクの覆輪花の花色に関

わるアントシアニン生合成、覆輪形成、フラボノイド

の水酸化およびクロロフィル生合成に関わる遺伝様式

を明らかにする必要があった。

2．アントシアニン生合成の遺伝様式およびFl親

の候補

白色花はアントシアニンを欠損し、フラボノイド花

色素のフラボノールにより花色発現し7）、ロイコアン

トシアニジンからアントシアニジンの過程か閉鎖され

ている系統、ジヒドロフラボノールからアントシアニ

ジンの過程が制御されている系統が報告されている8）

（図1）。

黄および黄緑色花もアントシアニンを欠損しており、

アシアニック花はシアニック花に対してアントシアニ

ン生合成に関わる遺伝子に関して劣性形質と推定され

たため、アシアニック花とシアニック花を交雑し、ア
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（3分子）
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ジヒFロ7ラボノール（ジヒFPケンフェロールI

H壷oH
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H塵oH
アントシアニシン（ペラルゴニジン）

図1　アントシアニン生合成経路
①カルコンシンクーゼ（CHS）、②カルコンフラバノン
イソメラーゼ（C川）、③フラバノン3－ヒドロキシラー
ゼ（F3日）、④ジヒドロフラボノール4－レダクターゼ（D
FR）

ントシアニン生合成の遺伝様式を検討した。

1）材料および方法

アシアニック花には、黄、自および黄緑色花を用い、

シアニック花には、ピンク、赤紫および紫色花を用い

た。

アシアニック花とシアニック花で交雑し、Flおよ
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びF2の分離比をⅩ2検定で分析した。　　　　　　　　　　した（表1）。従って、アシアニック花はアントシア

2）結果および考察　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニジン生合成遺伝子に関して劣性形質であることが明

交雑の結果、Flはシアニック花のみ出現し、F2　　　らかになり、当場維持系統の黄緑色花も「秋試交1号」

でシアニッタ花とアシアニック花がほぼ3：1に分離　　　の片親候補になると考えられた。

表1交雑後代の分＃比
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3．覆輪花形成の遺伝様式およびFl親の選抜

覆輪花は着色部でのみアントシアニンが蓄積し、白

色部ではC昂苫（カルコンシンターゼ）遺伝子の転写

抑制によりフラボノイドが蓄積しないことが報告され

ているが、覆輪形成の遺伝様式は明らかにされていな

い4・5）（図1）。

そこで、単色花と覆輪花の交雑、自殖を行い覆輪形

成の遺伝様式を検討した。

1）材料および方法

覆輪花には白地にピンクの覆輪花および白地に紫の

覆輪花を用い、単色花にはピンク、赤紫および紫色花

を用い、Flの分離比と同時に母親および父親の自殖

後代の分離比を調査した。

アシアニック花には黄緑色花を用い、紫外線光下で

観察した。

2）結果および考察

単色花と覆輪花の交雑、自殖を行った結果、Flの

覆輪花は、固定した覆輪花を片親に組合せれば、もう

一方の親が覆輪花、単色花に関わらずほぼ100％出現

し、Flの単色花は両親とも単色花の組合せのみ100
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％出現した（表2）。覆輪の遺伝様式は良く分からな

いが、覆輪花では部位特異的にC拓S遺伝子を転写抑

制する優性の遺伝子の存在が示唆される（図1）。

従って、アシアニック花にも覆輪と単色が存在する

と考えられるが、可視光下では区別ができない。しか

し、紫外光下では、花弁先端のみフラボノイドが蓄積

表2　交雑・自殖後代の花色発現

し、先端のみ黒く見える覆輪花と花弁全体にフラボノ

イドが蓄積し、全体が黒く見える単色花に分類でき

る9）（図2）。そこで、「秋試交1号」の片親は、黄緑

花のうち紫外光下で花弁全体が黒く見える単色花が適

すると考え、これを選抜した。
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4．フラボノイドB一環水硬化の遺伝様式および

Fl親の選抜

シアニック花の花色発現は、アントシアニンが関与

しており、紫はアントシアニンのデルフイニジン配糖

体、藤はシアニジン配糖体、ピンク花はペラルゴニジ

ン配糖体が主に関与していることが報告されており、

アントシアニンB一環の水酸化程度がこれら花色発現

に関係していることが示唆されている1）。

シアニック花はこの他に赤紫、赤などの花色があり、

藤は育味の強い花色から赤味の強い花色まであり、各

花色でアントシアニジンが異なることが予想された。

そこで各花色について、分析が容易なアントシアニン

の糖の部分を除いたアントシアニジンについて分析し、

花色発現とフラボノイドB一環水酸化の遺伝様式の関

係を検討した。

アシアニック花は生花弁の観察から、フラボノイド

B一環水酸化の遺伝様式が優性形質か劣性形質か区別

できない。一方、白色花にはアントシアニンの前駆体

のフラボノール配糖体が含まれていることが知られて

いる7）。そこでアシアニック花に含まれるフラボノー

ルB一環の水酸化程度からフラボノイドB一環水酸化の

遺伝様式を検討した。

1）材料および方法

シアニック花には、ピンク、赤紫、藤、紫および赤

色花を用い、アシアニック花には、白、黄および黄緑

の単色花を用いた。

シアニッタ花の花弁から1％塩酸－メタノールで赤

色色素を抽出し、抽出物を100℃の2N一塩酸で加水分
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解した10・11）。加水分解物に含まれるアントシアニジン

を1．5％リン酸と水：アセトニトリル：酢酸：リン酸

（107：50：40：3）の濃度勾配を使った高速液体クロ

マトグラフィーで分析した1）。

また、アシアニック花の花弁より、メタノールで花

色素を抽出し、アセトニトリル：水：リン酸（10：90：

0．2～30：70：0．2）の濃度勾配を使った高速液体クロ

マトグラフィーでフラボノールを分析した11・12）。

2）結果および考察

アントシアニジンを分析した結果、紫色花はデルフイ

ニジンを主要色素とし、ピンク色花はペラルゴニジン

を主要色素としており、Markham et．al．（1993）の報

告と一致した。赤紫色花はシアニジンを主要色素とし

て含み、赤紫の花色発現にシアニジンが関与している

ことが示唆された。赤色花はペラルゴニジンを主要色

素としピンク色花よりアントシアニジン含量が多く、

赤の花色発現にピンク同様ペラルゴニジンが関与して

表3　トルコギキョウの花色素Z

いることが考えられた。藤色花はアントシアニジン含

量が少なく、色調の青味の強い系統はデルフイニジン

を主要色素とし、その他2系統はシアニジンを主要色

素としデルフイニジンあるいはペラルゴニジンを微量

色素として含むかの違いで、色調の違いに主要色素と

微量色素が関与していることが示唆された（表3）。

これら花色の遺伝様式は明らかになっていないが、

橋本らは、これらアントシアニジンの生合成に5種類

のフラボノイドB一環水酸化酵素対立遺伝子の関与を

推定し13）、Nilsenらはピンク色花がこれら遺伝子の転

写が欠損していると報告していることから14）、ピンク

色花はこれら遺伝子に関して劣性形質と考えられる

（図3）。

従って、黄緑地にピンクの覆輪花の「秋試交1号」

の育成には、片親を黄緑色花の単色花としたので、も

う一方の親は白地にピンクの覆輪花固定系を用いなけ

ればならないことが明らかとなった。

花　　色
アントシアニジン

ペラルゴニジン　　　　　　シアニジン　　　　　デルフイニジン

紫

藤（青味）

藤

藤（赤味）

赤紫

ピンク

赤

－t・∴
＋

＋
　
t
　
＋
　
＋
　
＋
　
t
　
＋

＋

Z－：未検出、t：微量、＋：少量、十十：中程度量、＋＋＋：多量

ぺラルゴニジン　　　　　　シアニジン　　　　　　　　デルフイニジン

図3　トルコギキョウのアントシアニン生合成に関わるフラボノイドB一環水酸化の推定の対立遺伝子；HT、
HF、HD、HO、HZ（橋本）
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次にアシアニックの単色花のフラボノールについて

分析した結果、クロマトグラムからフラボノイドとし

てケンフェロール配糖体と推定されるピーク2、3、

4のみを含む花とこれらに加えてミリセチン配糖体と

推定されるピーク1を含む花に分けられた（図4、5）。

フラボノールB一環の水酸化程度からそれぞれフラボ

ノイドB一環水酸化酵素遺伝子が劣性と考えられる花

と優性のフラボノイドB一環水酸化酵素遺伝子が存在

すると考えられる花とに分けられた。

そこで、「秋試交1号」の片親として、黄緑色の単

色花のなかから、フラボノイドB一環水酸化酵素遺伝

子が劣性と考えられる図4下図のタイプを選抜した。
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図4　アシアニック花弁抽出物のクロマトグラム

吸収特性Amax358nmからミリセチン配糖体と推定、
吸収特性入max347nmからケンフェロール配糖体と推定、
吸収特性Amax353mmからケンフェロール配糖体と推定、
吸収特性Amax353mmからケンフェロール配糖体と推定

表4　交雑後代の花色発現

5．クロロフィル生合成の遺伝様式および「秋就交

1号」の組合せ

黄緑色花の花色発現はクロロフィルが関与している

と考えられるが、遺伝様式など明らかにされていない。

そこで黄緑色花と白色花の交雑を行い、クロロフィル

生合成の遺伝様式を検討した。

1）材料および方法

交雑を黄緑色花と白色花、黄緑色花と白地にピンク

の覆輪花で行いFlおよびF2の分離比をⅩ2検定で

分析した。

2）結果および考察

黄緑色花と白色花の交雑の結果、Flは黄緑色花の

み出現し、F2で黄緑色花と白色花が3：1に分離し

た（表4）。従って、黄緑色花はクロロフィル生合成

に関する遺伝子が白色花に対して優性で、黄緑色花と

他の花色と交雑した後代Flで、クロロフィルが生成

される。選抜した黄緑花はクロロフィル生合成以外の

調査した花色に関わる形質が劣性なので、様々な花色

との組合せでクロロフィルを発現したFlの花色シリー

ズ化が可能である。

ケンフェロール

ミリセテン

図5　7ラボノールの構造式

花色系統　　警雷管　検慧禁ヒ　　Ⅹ鳩Z　　　確率
黄緑×白　F1　　　　　24：0

白×黄緑　F1　　　　　24：0

ワ

】

　

2

　

2

F
 
F
 
F

緑
緑
緑

黄
黄
黄

Zカイ平方値

0．00000

0．00000

P＝1．00

P＝1．00

0．06060　　　　　　0．75＜P＜0．90

0．71011　　　　　　0．25＜P＜0．50

0．22222　　　　　　0．50くP＜0．75
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前記フラボノイド分析を活用し、選抜した黄緑花と

白地にピンクの覆輪花固定系を交雑した後代の花色は、

すべて黄緑地にピンクの覆輪花となることが確認でき

た。一方、図4上図のクロマトグラムを示す黄緑花と

白地にピンクの覆輪花との交雑後代は、黄緑地に紫の

覆輪花が出現した（表5）。

表5　交雑後代の花色発現

従って、黄緑地にピンクの覆輪花の「秋試交1号」

育成のための親の組合せは、片親に覆輪形成およびフ

ラボノイドB一環水酸化酵素遺伝子が劣性の黄緑色花、

もう一方の親に白地にピンクの覆輪花撮定系となるこ

とを確認した（図6）。この組合せから「秋試交1号」

を育成した（図7）。

花色系統　　　欝讐≡Z　検袈禁比Z x2値Y　　確率
黄緑（図4下図）×白地ピンク覆輪

黄緑（図4下図）×白地ピンク覆輪

黄緑（図4下図）×白地ピンク覆輪

白地ピンク覆輪×黄緑（図4下図）

黄緑（図4上図）×白地ピンク覆輪

黄緑（図4上図）×白地ピンク覆輪

黄緑（図4上図）×白地ピンク覆輪

2
4
2
4
2
4
2
4
0
0
1

0

0
0
0
0
2
4
1
6
7

Z紫：黄緑地紫覆輪、ピンク：黄緑地ピンク覆輪
Yカイ平方値
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l
　
　
1
　
　
0
　
　
0
　
　
1

0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
1
　
　
1
　
　
1

0．00000　　　　　　P＝1．00

0．00000　　　　　　P＝1．00

0．00000　　　　　　P＝1．00

0．00000　　　　　　P＝1．00

0．00000　　　　　　P＝1．00

0．00000　　　　　　P＝1．00

0．05882　　　　0．75＜P＜0．90

Ⅱ「耽読交2号」の育成にあたり解明した花色・花形の遺伝様式およびその組合せ

1．緒　言

秋田県のある篤農家は独自に育成した集団のなかか

ら希少価値の高い黄色味の強いピンク色（以後、黄味

ピンク色）の八重咲花を出荷していた。この集団は、

花色が黄味ピンクと黄に、花形が八重咲と一重咲に分

離するものであったが、固定が進まず収穫時の選別に

手間がかかった。そこで、この集団の種子を譲り受け、

黄味ピンク色の八重咲花「秋試交2号」の育種に取り

組んだ。

これをFlで育成するには、黄色花と黄味ピンク色

花の組合せが考えられるが、花色のシリーズ化を見込

みながら効率的に育成するには、「秋試交1号」同様

片親となるシアニック花の花色の遺伝様式を解明し、

さらに八重咲および一重咲の花形の遺伝様式を解明す

る必要があると考えられた。

譲り受けた黄色花は、紫外光下で劣性形質の単色花

であることを確認した。また黄味ピンク色花は花色か

らペラルゴニジンを主要色素としていると考えられ、

黄色花は同じ集団の種子から分離したことにより、両

花色ともフラボノイドB一環水酸化酵素遺伝子に関し

て劣性ホモに固定していると考えられた。従って、こ

こでは黄色花のカロチノイド生合成の遺伝様式と八重

咲の遺伝様式について検討した。

2．カロチノイド生合成の遺伝様式と黄味ピンク色

花Flの組合せ

黄色花の花色発現は、カロチノイドによることが1

品種で報告されている6）。さらにほかの黄色花の花色

発現もカロチノイドが関与している可能性があること

から、黄色花について、カロチノイドの存在を調べた。

さらに黄色花と白色花を交雑し、カロチノイド生合成

の遺伝様式を検討した。

1）材料および方法

交雑には黄色花および白色花を用い、Fl～F3の

分離比をⅩ2検定で分析した。花色素分析には、いず

れも黄色花を用いた。

黄色花の花弁からメタノールで黄色色素を抽出し、

水と石油エーテルの分画後、石油エーテル画分につい

て分光光度計で吸収スペクトルを分析し、カロチノイ

ドの存在を推定した11、15）。
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2）結果および考察

黄色花の花弁抽出物の吸収スペクトル特性は、調査

したすべての系統がカロチノイド特有の吸収特性（A

max417、440、468mm）を示したことから、黄色花色

の発現はカロチノイドによると考えられる（図8）。

黄色花と白色花を交雑した結果、その後代は雑種1

代（Fl）で白色花のみとなり、F2で白色花と黄色

花が3：1に分離し、F3で黄色花が固定した（表6）。

従って、黄色花および白色花の花色発現はキク同様カ

ロチノイド生合成遺伝子とカロチノイド生合成を抑制

する遺伝子が関与し、カロチノイド生合成遺伝子が優

性でカロチノイド生合成抑制遺伝子が劣性ホモになる

と黄色花になると考えられる16）。

表6　交雑後代の花色発現

図8　責色花弁抽出物の吸収スペクトル特性

花色系統　　後苫？芸色　検定呂学芸離比　　Ⅹ鳩Z　　　確率
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Zヵィ平方値

黄味ピンク色花、黄色花は共に黄色の性質があり、

カロチノイドを含むと考えられ、この形質が固定して

いるので、カロチノイド生合成遺伝子が優性ホモで、

カロチノイド生合成抑制遺伝子が劣性ホモに固定して

いると考えられた。従って、黄昧ピンク色八重咲花の

「秋試交2号」は黄色花と黄味ピンク色花の組合せと

推定された。黄色花は、カロチノイド生合成遺伝子を

除く調査した花色の遺伝子に関して劣性なので、Fl

の花色シリーズ化の片親に利用できると考えられた。

3．八重嘆の辻伝様式と「秋試交2号」の組合せ

トルコギキョウの八重咲品種はFlの利用により

100％八重咲が発現することが公表されているが、F

lの組合せなど詳細は明らかにされていない17）。八重

咲花を自殖した後代は、八重咲花と一重咲花に花形が

分離し、八重咲花には花弁が等化したような花形も出

現した（以後、八重等化花）。そこで、八重咲の組合
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せを明らかにするため、花形を分類し自殖および交雑

を行った。

1）材料および方法

花形には、八重咲花、一重咲花および八重等化花を

用いた。

それぞれの花形のSlおよび八重等化花と一重咲花

のFlの分離比をⅩ2検定で分析した。

2）結果および考察

八重咲花の自殖後代は八重等化花、八重咲花、一重

咲花がほぼ1：2：1に分離し、八重等化花の自殖後

代は八重等化花で固定し、一重咲花の後代は一重咲花

で固定した。八重等化花と一重咲花の交雑後代は八重

表7　日殖・交雑後代の花形

咲花で固定した（表7）。従って、八重嘆の遺伝様式

は、八重等化花が優性ホモ接合体、八重咲花がヘテロ

接合体、一重咲花が劣性ホモ接合体と考えられ、Fl

で八重咲花を100％得るためには、八重等化花と一重

咲花の組合せと推定できた。

従って、黄味ピンク色八重咲の「秋試交2号」の親

の組合せは、黄味ピンク色一重咲花と黄色八重等化花、

あるいは黄色一重咲花と黄味ピンク色八重曹化花とな

ることが分かった（図9）。そこで未固定の集団から

黄味ピンク色花について固定後、黄味ピンク色一重咲

花と黄色八重等化花の組合せから「秋試交2号」を育

成した（図10）。

花形系統　八諾諾諾一重　ノ雷篭農　　Ⅹ2値Z　　　確率
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Ⅳ　総　　合

花色、花形に関する研究が進んだ結果、その育種方

法や方向性が明らかになってきた。

市場によってはフラワーアレンジメントなどへの利

用により、トルコギキョウのさらなる多様化が望まれ

ており、希少種を出荷している生産者はその出荷単価

につられて、一般品種でも高単価を得ている傾向があ

る。トルコギキョウは花色、花形以外に草型、早晩生

などの形質も多様化しており、効率的に品種育成する

には、これらの形質について遺伝様式を明らかにする

必要がある。

一方、全般的に単価の低迷が続いており、収益を上

げられる品種の育成が望まれている。秋田県のトルコ

ギキョウ生産をさらに活性化するには、気象立地に適

した収益性の高い品種育成も必要となる。収益性につ

Ⅴ　摘

トルコギキョウの花色、花形の遺伝様式の一部が明

らかになり、F1品種の育成および花色のシリーズ化

が可能になった。これを活用し、黄緑地にピンクの覆

輪花色の「秋試交1号」および黄味ピンク八重咲花の

「秋試交2号」の2つの新花色F1品種を育成した。

育成にあたって解明した遺伝様式や組合せは次のとお

りである。

1．アントシアニン生合成の遺伝様式は、アシアニッ

ク花がシアニック花に対し劣性形質である。

2．覆輪花形成の遺伝様式は、単色花が覆輪花に対し

て劣性形質で、アシアニック花から単色花を紫外光

下で選抜できる。

3．フラボノイドB一環水酸化の遺伝様式は、ピンク

色花が紫、赤紫および藤色花に対し劣性形質で、ア

シアニック花でもこの遺伝様式の優劣をフラボノイ

ド分析により確認できる。

4．クロロフィル生合成の遺伝様式は、黄緑色花が白

色花に対し優性形質である。選抜した黄緑色花は、

クロロフィル生合成以外の調査した花色に関わる形

質が劣性なので、クロロフィルを発現した花色シリー

考　　察

いては、無シェード秋出荷でボリュームの取れる品種、

冬期無加温で初夏および秋出荷の2度切りができる品

種の育成などが期待されている。気象立地に適した品

種育成は現在、交雑、自殖、選抜で維持した系統を育

種に利用するに留まっているが、生態的特性に関わる

形質の遺伝様式が明らかになれば、育種効率を上げる

ことができる。生態的特性に関わる形質はポリジーン

が関与していることが多く、遺伝様式の解明は容易で

はないが、地域特性を活かせるので、今後明らかにす

るべき分野である。現在、無シェードや無加温など生

育環境へ選抜圧をかけることで、生態的特性を活かせ

る系統の選抜を効率化できると考え、遺伝様式の解明

と選抜圧をかけることの両面から育種を進めている。

ズ化のFlの片親として利用できる。

5．単色花でフラボノイドB一環水酸化の劣性形質の

黄緑色花と白地にピンクの覆輪花の組合せで、「秋

試交1号」を育成した。

6．カロチノイド生合成は、カロチノイド生合成遺伝

子とカロチノイド生合成抑制遺伝子が関与し、カロ

チノイドは優性のカロチノイド生合成遺伝子と劣性

のカロチノイド生合成抑制遺伝子で生成されると考

えられる。黄色花はカロチノイド生合成遺伝子以外

の調査した花色に関わる遺伝子が劣性と考えられる

ので、花色シリーズ化のFlの片親として利用でき

る。

7．八重咲の遺伝様式は、八重等化花が優性のホモ接

合体、八重咲花がヘテロ接合体、一重咲花が劣性の

ホモ接合体で、八重咲花は八重花等化花と一重咲花

の組合せである。

8．黄味ピンク色花の固定後、黄味ピンク色一重咲花

と黄色八重等化花の組合せから「秋試交2号」を育

成した。
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Summary

InheritanCe and Breeding oflisianthus（Eusbmag招ndiHcwunj）

The partialclarification of modes ofinheritance onflower colors and on flower types

madethe breeding of Fl hybridsand a series offlower colors possible．“Aksikoul”a

yellowish green flower withpink marginalvariegation，and“Akisikou　2”，a yellowish

pink double flower，Were developedas newflower colorsofFl hybridsby clarifing these

modes ofinheritanCe．The modes ofinlleritance of flower colors　and the combination

Which were clarified during the developement are as follows：

1．Acianic flowers are recessive charactors to cyanicflowersin relation to the modes of

inheritanCeinanthocyanin biosynthesis．

2．Monochromatic flowers are recessive character to marginalvariegationflowersinrela－

tion to the modesofinheritance onthe forTrlingofmarginalvariegation；inthe acianic

flowers，me rrK）nOChromatic flowers canbe distinguished from marginalvariagation

flowersunder UV－irradiation．

3．Pink flowersare reCeSSive character to purple，redish purpleand mauveflowersin

relation to the modes ofinheritanCein flavonoid Bdng hydroxylation；in the acyanic

flowers，the recessive characters canbe distinguished from the dominant OneS by

flavonoidanalysis．

4．1n relation to the modes ofinheritanCein cHorophyll biosynthesis，yellowish green

flowers are dominant CharaCter tO White flowers，therefore，the selected yellowish

green flowers canbe aparentof Fl hybrids fora series offlowercolors with cIuoroT

phyllbecause ofthe recessive characters on the exarrhedflower color expression ex－

Cept for chlorophyllbiosynthesis．

5．“Akisikoul’’was developed as a Fl hybrid crossing between a selected yellowish

greenflOwer and a fixated white flower with red marginalvarigation．

6．Carotenoid biosynthesis genes　andit′sinhibiting genes seems to be relevant tO

CarOtenOid biosynthesis for the yellow cdoringin flower：carotenoid biosynthesis

SeemS tO WOrkunder dominant COndition of carotenoidbiosynthesis genesand the re－

CeSSiveallelesofit′si血1ibitinggene．TheyellowflowerscanbeaparentOfFlhybrids

for a series of flower colors because of the recessive genes on the examined flower

COlor expression exceptfor carotenoidbiosynthesis genes．

7．In relation to the modes of double floweredinheritanCe，double flowerswith sepal－1ike

petalS are dominant homozygote，double flowers are heterozygoteand single flowers

are recessive homozygote：doubleflOwers are Fl hybrids crossing between double

flowers withsepalーIikepetalSandsingle flowers．

8．Afterthefixationoftheyellowishpinkflowers，“Aksikou2”wasdevelopedasaFl

hybrid crossing between a yellowish pink single flowerand a yellow double flower

With sepal一like petals．
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図2　白色花の可視光下（左）および

紫外光下（右）（福田、中山、

宮坂、朽津、斉藤、2002）

上段：覆輪花、下段：単色花
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黄緑地にピンクの覆輪花

図6　黄緑地にピンクの覆輪花の組合せおよ

び推定の遺伝子

A：優性のアントシアニン生合成遺伝子、∂：劣性

のアントシアニン生合成遺伝子、丑優性の覆輪

形成遺伝子、劇：劣性の覆輪形成遺伝子、f：劣性

のフラボノイドB一環水酸化酵素遺伝子、C：優性

のクロロフィル生合成遺伝子、C：劣性のクロロ

フィル生合成遺伝子

図7　「秋試交1号」
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黄味ピンク色一重咲花　　黄色八重等化花

（AAddYYrr）
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黄色一重咲花　　　　黄味ピンク色八重等化花

（aaddYYrr）　　　　（AADDYYrr）
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黄味ピンク色八重咲花

（AaDdYYrr）

図9　黄味ピンク色八重咲花の組合せおよび推定の花色、花形の遺伝子

A：優性のアントシアニン生合成遺伝子、a：劣性のアントシアニン生合成遺伝子、

D：優性の八重遺伝子、d：劣性の八重遺伝子、Y：優性のカロチノイド生合成遺伝

子、r：劣性のカロチノイド生合成抑制遺伝子

図10「秋試交2号」




